
（別紙３）

○事業所名 motto

○保護者評価実施期間
2026年　3月　7日 ～ 2026年　3月　17日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 26 （回答者数）
21

○従業者評価実施期間
2026年　3月　7日 ～ 2026年　3月　13日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 13 （回答者数）
13

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　27日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

・活動やレクに関しての満足度が高い ・土曜日などは月二回外出活動を行ったり毎日
変わった集団活動が出来るように工夫している

・レクに関しても会議の場でスタッフ間の意見を
集約するようにしている

・曜日ごとで利用者様の特性に合わせた
活動内容を検討

2

スタッフの中に実業団選手がいることにより、運動プラグラ
ムの作成ができる

・契約の際に実業団選手がいる事をお伝えし運動に
特化している旨をお伝えしている。

・運動する部位を変化させバランスよく運動が可能

・他部署の実業団選手も巻き込み定期的な運動
イベントを開催

・利用者様の特性に合わせた運動プログラムの強化

3

・外部活動や、事業所内でのイベントへの参加を
家族様、利用者様へ促している

・利用者様個々の支援目標に合わせた声掛け
課題への取り組み

・地域清掃など、地域貢献できるイベント
への積極的な参加を促す

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

法人内でのGH等の交流が出来ていない、地域との関
わりがかなり少なかった

・イベントなどへの参加や施設内での活動に
特化している為、他部署交流が少なくなって

いる

・地域清掃、GHとのイベントを定期的に開催

2

・学習室、フロアの二部屋での活動であるため
クールダウンや休みたいときの部屋分けが難しい

・パーテーション等仕切りが少ない ・外での遊びが出来る活動を増やし、窮屈な
空間をなるべく避けられるようにする

・不穏時の対応を統一する

3

・目の前が道路であるため、飛び出しによる事故のリスク
が高い

・スタッフ間での事故防止に対しての取り組みや
支援統一は行えている

・外に出る時のお約束を設け、利用者様が遊ぶとき
は道路に出ないよう促しを図る

・飛び出しのリスクが高い利用者様に対して
スタッフが一人付き添える体制を作る


